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シア・イスラーム党（PAS）の ₃ 陣営の争いを過半数の議席を獲得した PH が制し，
史上初の政権交代となった。12州で実施された州議会選挙においても， ₈ 州で
PH， ₂ 州で PAS が勝利し，BN が州政権を担う州は ₂ 州となった。






















国 内 政 治
第14回総選挙に向けた与野党の攻防
　2018年に入ると，与野党両陣営による選挙戦が熱を帯びた。PKR，Bersatu，民
主行動党（DAP），国民信託党（Amanah）の ₄ 党が結集した野党連合 PH の合同大
会が 1 月 ₇ 日に開催され，Bersatu 議長のマハティール元首相を首相候補とする
ことが宣言された（『アジア動向年報 2018』参照）。マハティール元首相を首相候
補に据えることには，2017年の PH への Bersatu の加入（2017年 ₃ 月），PH 議長就

























BN の議席数が ₃ 分の ₂ を割っているため行われなかったものの，選挙区割りを
変更する法案が ₃ 月末に可決された。区割り変更が実施されなかったサバ，サラ
ワク両州を除いた下院選挙区166のうち，約 ₄ 割の68区で境界が変更された
（Malaysiakini，2018年 ₅ 月 ₄ 日付）。議会外では，選挙制度改革運動の市民団体
Bersih の活動家を中心に，マハティールをはじめとする野党政治家や市民が集結
し，抗議活動を行った。
　野党連合の政治活動を阻害する措置もとられた。PH は2017年 ₇ 月に結社登録
局（RoS）に登録を申請したが，RoS は連合ロゴのデザイン変更や DAP の中央委
員会の再選挙，Bersatu の年次総会の開催を命じ，登録を先延ばししてきた。そ
して 1 月末，RoS は Bersatu の各支部や部署の会議録と財務諸表の提出を求め，
提出されない場合には党の一時登録抹消命令が下されると発表した。ムヒディン
Bersatu 総裁は RoS による各支部の認可が前年 ₇ 月であるため，時間がなく締切


























　マハティール首相率いる PH の新政権は， ₅ 月以降，選挙公約の実現に向けた
改革や新規の政策に取り組んだ。しかし，必ずしも当初の思惑どおりには進まず
表 1　2018年マレーシア連邦議会下院選挙　政党別獲得議席数・議席占有率・得票率




希望連盟（Pakatan Harapan） 204 113 50.9 45.7 
　人民公正党（PKR） 71 47 21.2 17.0 
　民主行動党（DAP） 47 42 18.9 17.4 
　マレーシア統一プリブミ党（BERSATU） 52 13 5.9 5.8 
　国民信託党（AMANAH） 34 11 5.0 5.4 
国民戦線（Barisan Nasional） 222 79 35.6 33.8 
　統一マレー人国民組織（UMNO） 120 54 24.3 20.9 
　マレーシア華人協会（MCA） 39 1 0.5 5.4 
　マレーシア・インド人会議（MIC） 9 2 0.9 1.4 
　マレーシア人民運動党（GERAKAN） 11 0 0.0 1.1 
　人民進歩党（MyPPP） 1 0 0.0 0.1 
　サバ統一党（PBS） 5 1 0.5 0.5 
　パソモモグン・カダザンドゥスン・ムルット統一組織（UPKO） 4 1 0.5 0.5 
　サバ人民統一党（PBRS） 1 1 0.5 0.1 
　自民民主党（LDP） 1 0 0.0 0.1 
　統一ブミプトラ伝統党（PBB) 14 13 5.9 1.8 
　サラワク統一人民党（SUPP） 7 1 0.5 1.0 
　サラワク人民党（PRS） 6 2 0.9 0.5 
　進歩民主党（PDP） 4 3 1.4 0.5 
汎マレーシア・イスラーム党（PAS） 157 18 8.1 16.8 
サバ伝統党（WARISAN） 17 8 3.6 2.3 
人民祖国連帯党（STAR） 5 1 0.5 0.2 
その他の政党合計 60 0 0.0 0.6 
無所属合計 22 3 1.4 0.6 




























（GST）は総選挙後の ₅ 月16日に早速廃止が決まった。そして GST 導入以前に施
行されていた売上・サービス税（SST）再導入の法案が ₇ 月に開会した下院で審議，








































（出所）　Pakatan Harapan, Buku Harapan: Membina Negara Memenui Harapan, 2018, pp 12-
13, 中村正志「『新しいマレーシア』の誕生―政権交代の背景と展望」，IDE スクエア（アジ
ア経済研究所，2018年 9 月）





































確定して以降，投獄されていた。禁錮 ₅ 年に加え， ₅ 年間の政治活動の禁止も課
されていたが，国王から恩赦を得ることで，政界復帰が可能となった。 ₅ 月16日
にアンワルは釈放されると，そのまま王宮へ向かい，国王に拝謁した。














政界復帰が実現したら首相の座を引き継ぐと述べていたが， 1 ， ₂ 年は首相を続
アンワル元副首相が恩赦を受け釈放。隣は妻のワン・アジザ副












を複数回受け， ₇ 月 ₃ 日にナジブが，10月 ₃ 日にロスマが逮捕された（どちらも
翌日に起訴）。ナジブは 1 MDB に関わる収賄やマネー・ローンダリング，背任
などの容疑で年末までに ₃ 度追起訴された。2019年中に公判が開始される予定と
なっている。
　そのほかにも， 1 MDB をめぐる権力乱用や背任，マネー・ローンダリングの
疑いで，複数の政府関係者が逮捕されている。10月には前財務省事務次官のイル
ワン・セリガー・アブドゥラが 1 MDB とアラブ首長国連邦の政府系ファンドと
の不正取引に関わった疑いで，12月には 1 MDB のアルル・カンダ・カンダサ
ミー元 CEO が 1 MDB の監査報告書を改ざんした疑いで，それぞれ逮捕された。
イルワン・セリガーは一連の不正における公務員での初めての逮捕者となった。
アルル・カンダは最終監査報告書の内容から， 1 MDB をめぐる不正を主導した
一人といわれる実業家ロウ・テックジョ （ージョー・ロウ）に関する記述を削除し

















州議会の60議席中 BN が29議席，PH 所属の PKR と DAP に加え，PH との協力を
表明していたサバ伝統党の ₃ 党を合わせて29議席と ₂ 陣営が拮抗し， ₂ 議席を獲
得した第三極のサバ連合（GS）に所属するサバ人民祖国連帯党（STAR）の動向が鍵
になっていた。ジェフリー・キティンガン率いる STAR は BN への協力を決め，
₅ 月10日に UMNO のムサ・アマンが州首相就任の宣誓を行った。しかし同じ日
に，BN に所属し， ₅ 議席を得ていたパソモモグン・カダザンドゥスン・ムルッ




　また同12日にはサバ統一党（PBS）など BN 構成政党であった地域政党も BN を
離脱し，STAR と合流して，統一連合（GBS）を組み， ₈ 月には UMNO のサバ支
部が州議会では GBS に合流することを決めた。これにより，サバ州議会では
BN 所属政党の議席がなくなった。さらに12月には UMNO に所属する州議会議
員10人中 9 人，下院議員 ₆ 人中 ₅ 人が離党して無所属となり，2019年に入ってか
らは Bersatu がサバ州への支部開設を決めるなど，混乱は続いている。
　サラワク州では，総選挙で BN 所属政党が勝利していたが， ₆ 月に BN に所属
していた統一ブミプトラ伝統党（PBB），サラワク人民党（PRS），進歩民主党（PDP），
サラワク統一人民党（SUPP）の ₄ 党が BN を離脱し，独自の新連合としてサラワ
ク政党連合（GPS）を結成すると発表した。サラワク州には BN の全国政党が進出
していないため，これによりサラワク州の BN は消滅した。PBB 総裁のアバン・
ジョハリ・アバン・オペン州首相は「連邦政府に協力する」と述べているが，サ
ラワク州の GPS はサバ州の GBS と同様に，与党連合 PH には所属しておらず，
BN 寄りの立ち位置をとり，特に1963年のマレーシア協約の履行については，現
政権と争う姿勢をとるとみられる。とはいえ，サバ，サラワク両州ともに総選挙



















施すると UMNO と PAS が発表すると，11月23日には政府は ICERD の批准は行
わないと宣言した。しかし ICERD を批准しないことを祝福するという名目で，




　さらに2018年の総選挙後に実施された補欠選挙では， ₆ 回のうち直近 ₂ 回で
PH が敗北しており，与党への支持が揺らいでいる。 ₅ 月の総選挙後，病気や交
通事故などによる現職の死去に伴い，年末までにスランゴール州議会の補欠選挙
が ₃ 回，前述のアンワル・イブラヒムの政界復帰を目指した下院議員選挙が 1 回
実施された。いずれの選挙でも，与党（州議会：PKR ₂ 議席，DAP 1 議席，下
院：PKR 1 議席）が勝利した。しかし2019年に入り， 1 月に実施されたパハン州
のキャメロンハイランドの下院選挙区，スランゴール州議会スメニ選挙区の各補
欠選挙において，与党 DAP，Bersatu 候補がそれぞれ敗北し，野党の BN 直属候












SST 導入までの免税措置期間（後述）が家計支出を促進させ，第 ₃ 四半期には民間
























費者物価指数（CPI）の上昇率は GST が撤廃された ₆ 月以降，各月前年同月比で














上・サービス税（SST）の再導入の方針を明らかにした。そして ₆ 月 1 日には GST
の税率が ₆ ％から0％に引き下げられた。その後， ₈ 月末に税制改革関連法案が







ソリンに限り，1500cc 以下の乗用車および125cc 以下のバイクを対象に 1 リット
ル当たり30センの補助金が給付される。なお燃料価格はナジブ政権下で，レギュ
ラーガソリン，ハイオクガソリン，軽油のいずれも総選挙前の ₃ 月から据え置か































































　マハティール首相は ₈ 月に中国を訪問，李克強首相と会談し，ECRL と ₂ つの
パイプライン敷設計画について，政府債務の増大により計画の続行が難しいこと
を伝え，理解を求めた。ECRL は中国の「一帯一路」構想の計画のひとつであり，


























































従来の BN 支持層が再び戻ってきていると考えられる。さらに UMNO と PAS の









1 月 3 日 ▼ BN 最高評議会特別会議，開催。
投票日や議席配分，候補者等の議論はなし。
7 日 ▼ PH 合 同 大 会 で Bersatu の マ ハ
ティール元首相を首相候補，PKR 党首のワ
ン・アジザを副首相候補と発表。



































4 月 2 日 ▼反フェイクニュース法案が下院で
可決。 ₄ 月12日より施行。
6 日 ▼ RoS が Bersatu へ暫定的な登録抹消
を通告。党名，ロゴを使用しての政治活動を
1 カ月間禁止。Bersatu を含む PH の全政党
は選挙戦で PKR のロゴを使用すると決定。
7 日 ▼下院および 9 州の州議会が解散。
▼ BN がマニフェストを発表。
10日 ▼選挙管理委員会が総選挙公示日を ₄
月28日，投票日を ₅ 月 9 日と発表。

















































31日 ▼ インドのモディ首相来訪（～ ₆ 月 1
日）。マハティール首相，ワン・アジザ副首
相，アンワル・イブラヒムと会談。
6 月 1 日 ▼物品・サービス税（GST）の税率が





























7 月 1 日 ▼中央銀行総裁にシャムシア・モハ
マド・ユヌス前副総裁が就任。女性の総裁は
ゼティ・アクタル・アジズに続いて ₂ 人目。






3 日 ▼ MACC，ナジブ前首相を逮捕。翌日，
1 MDB 関連会社からの4200万リンギ　取得に関す























8 月 4 日 ▼総選挙後初の補欠選挙実施。スラ
ンゴール州議会スンガイ・カンディス選挙区
で，PKR が再び議席を獲得。PAS は UMNO
と選挙協力を結び，候補者を擁立しなかった。














20日 ▼売上・サービス税（SST）関連 ₅ 法案











9 日 ▼ スランゴール州議会補欠選挙実施







BN， ₃ を PAS が占めているため。下院では
₈ 月に可決されていた。




































ガー・アブドゥラが 1 MDB とアブダビの政
府系ファンドとの不正取引に関与した疑いで









































た。UMNO や PAS の首脳陣がスピーチ。警
察発表では ₅ 万5000人が参加。




15日 ▼ AFF ス ズ キ カ ッ プ（ASEAN サ ッ
カー連盟）決勝でベトナムに敗れ，マレーシ
アは準優勝。
28日 ▼ Bersatu 党年次総会（～30日）。
▼低所得者層（B40）の医療保険無料化を決






















































副首相  Wan Azizah Wan Ismail［PKR］
　首相府
大臣




 Waytha Moorthy Ponnusamy［無所属］
副大臣  Farid Rafik［Bersatu］
  Fuziah Salleh［PKR］
 Mohamed Hanipa Maidin［Amanah］
　財務省
大臣 Lim Guan Eng［DAP］
副大臣 Amiruddin Hamzah［Bersatu］
　国防省
大臣  Mohamad Sabu［Amanah］
副大臣 Liew Chin Tong［DAP］ 
　内務省
大臣 Muhyddin Yassin［Bersatu］
副大臣 Mohd Azis Jamman［Warisan］
　経済省
大臣  Mohamed Azmin Ali［PKR］
副大臣  Mohd Radzi Md Jidin［Bersatu］
　外務省
大臣  Saifuddin Abdullah［PKR］
副大臣 Marzuki Yahya［Bersatu］
　国際貿易産業省
大臣  Darell Leiking［Warisan］
副大臣 Ong Kian Ming［DAP］
　国内商業・協同組合・消費者問題省
大臣  Saifuddin Nasution［PKR］





大臣 Anthony Loke Siew Fook［DAP］
副大臣  Kamardin Jaffar［PKR］
　住宅・地方政府省
大臣  Zuraidah Kamaruddin［PKR］
副大臣  Kamarul Bahrin［Amanah］
　公共事業省
大臣 Baru Bian［PKR］
副大臣 Mohd Anuar Mohd Tahir［Amanah］
　教育省
大臣   Maszlee Malik［Bersatu］
副大臣 　Teo Nie Ching［DAP］
　農業・農業関連産業省
大臣  Salahuddin Ayob［Amanah］





大臣 Yeo Bee Yin［DAP］
副大臣 Isnaraissah Munirah Majilis［PKR］
　保健省
大臣  Dzulkefly Ahmad［Amanah］
副大臣  Lee Boon Chye［PKR］
　通信・マルチメディア省
大臣  Gobind Singh Deo［DAP］
副大臣 Eddin Syazlee Shith［Bersatu］
　水・土地・天然資源省
大臣 Xavier Jayakumar［PKR］
副大臣  Zulpuri Shah［DAP］
　企業家開発省
大臣  Redzuan Yusof［Bersatu］




大臣 Mohamad Din Ketapi［Warisan］
副大臣 Muhammad Bak Wan Chik［PKR］
　女性・家族・コミュニティ開発省
大臣  Wan Azizah Wan Ismail［PKR］
副大臣  Hannah Yeoh Tseow Suan［DAP］
　青年・スポーツ省 
大臣
 Syed Saddiq Syed Abdul Rahman［Bersatu］
副大臣 　Steven Sim Chee Keong［DAP］
　一次産業省
大臣  Teresa Kok Suh Sim［DAP］
副大臣 Shamsul Iskandar Mohd Akin［PKR］
　連邦領省
大臣  Khalid Samad［Amanah］
副大臣  Shahruddin Salleh［Bersatu］
　 3 　州首相名簿
プルリス州 Azlan Man［UMNO］
クダ州  Mukhriz Mahathir［Bersatu］
ペナン州  Chow Kon Yeow［DAP］
ペラ州  Ahmad Faizal Azumu［Bersatu］
スランゴール州  Amirudin Shari［PKR］
ヌグリスンビラン州
 Aminuddin Harun［PKR］
マラッカ州  Adly Zahari［Amanah］
ジョホール州  Osman Sapian［Bersatu］
クランタン州  Ahmad Yakob［PAS］
トレンガヌ州  Ahmad Samsuri Mokhtar［PAS］
パハン州  Wan Rosdy Wan Ismail［UMNO］
サバ州 　Shafie Apdal［Warisan］
サラワク州
 Abang Zohari Abang Openg［PBB］
（注）［ ］内は所属政党。略称は以下のとおり。
　Amanah（Parti Amanah Rakyat）：国民信託党，
Bersatu（Parti Pribumi Bersatu Malaysia）：マ
レーシアプリブミ統一党，DAP（Democratic 
Action Party）：民主行動党，PAS（Parti Islam 
Se-Malaysia）：汎マレーシア・イスラーム党，
PBB（Parti Pesaka Bumiputra Bersatu）：統一ブ







2012 2013 2014 2015 2016 2017 20181）
人 口（1,000人） 29,510 30,214 30,709 31,186 31,634 32,0231） 32,385 
労 働 力 人 口（1,000人） 13,120 13,635 14,264 14,518 14,668 14,953 15,137 
消 費 者 物 価 上 昇 率（％） 1.6 2.1 3.2 2.1 2.1 3.7 1.0 
失 業 率（％） 3.0 3.1 2.9 3.1 3.4 3.4 3.4 
為替レート（ 1 ドル＝リンギ）2） 3.089 3.151 3.273 3.906 4.148 4.300 4.035 
（注）　 1 ）推計値。 ₂ ）年平均値。
（出所）　人口，労働力人口，失業率：Ministry of Finance, Economic Outlook 2019。消費者物価上昇率：
Bank Negara Malaysia, Annual Report 2018。為替レート：Bank Negara Malaysia, Monthly Highlights and 
Statistics, 2019年 1 月号。2014年以前の各データ：Ministry of Finance, Economic Indicators, 2019年 1 月
号。
　 2　連邦政府財政 （単位：100万リンギ）
2012 2013 2014 2015 2016 2017 20181）
経 常 収 入 207,913 213,370 220,626 219,089 212,421 220,406 239,860
経 常 支 出 205,537 211,270 219,589 216,998 210,173 217,695 235,450
経 常 収 支 2,376 2,100 1,037 2,091 2,248 2,711 1,010
開 発 支 出 44,326 40,684 38,451 39,285 40,649 43,032 54,337
総 合 収 支 -41,950 -38,584 -37,414 -37,194 -38,401 -40,321 -53,327
資 金 調 達 源
純 国 外 借 入 -13 -221 -356 726 834 -342 -293 
純 国 内 借 入 43,344 39,526 37,557 38,931 37,859 40,750 51,973 
資 産 の 変 化2） -1,380 -721 213 -2,464 -292 -87 -353 
（注）　 1 ）修正推計値。 ₂ ）＋は資産の取り崩しを意味する。　
（出所）　Ministry of Finance, Fiscal Outlook and Federal Government Revenue Estimates 2019. Ministry of 
Finance, Economic Indicators, 2019年 1 月号。
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マレーシア
　 3 　支出別国民総所得（名目価格） （単位：100万リンギ）
2014 2015 2016 2017 2018
消 費 支 出 727,460 778,710 829,869 913,528 990,365
民 間 579,985 626,372 674,964 748,857 819,880
政 府 147,475 152,338 154,905 164,671 170,485
総 固 定 資 本 形 成 287,393 302,708 316,832 342,219 348,866
民 間 183,885 198,648 211,297 234,824 246,411
政 府 103,508 104,060 105,535 107,395 102,455
在 庫 増 減 -11,030 -11,497 1,191 3,683 -11,050
財 ・ サ ー ビ ス 輸 出 816,483 817,370 834,491 966,174 996,352
財・ サ ー ビ ス 輸 入（－） 713,863 728,778 751,363 872,223 894,691
国 内 総 生 産（GDP） 1,106,443 1,158,513 1,231,020 1,353,380 1,429,842
海 外 純 要 素 所 得 -36,624 -32,112 -34,592 -36,354 -49,377
国 民 総 所 得（GNI） 1,069,819 1,126,401 1,196,428 1,317,027 1,380,465
（出所）　Bank Negara Malaysia, Monthly Highlights and Statistics, 2019年 1 月号。
4 　産業別国内総生産（実質：2010年価格） （単位：100万リンギ）
2014 2015 2016 2017 2018
農 業 ・ 漁 業 ・ 林 業 93,048 94,396 89,509 95,968 95,545 
鉱 業 ・ 採 石 90,707 95,508 97,468 98,436 96,971 
製 造 業 232,527 243,703 254,472 269,804 283,337 
建 設 業 43,115 46,719 50,197 53,574 55,835 
サ ー ビ ス 業 541,412 569,865 602,261 639,568 683,080 
電 気 ・ ガ ス 20,905 21,559 22,639 23,097 24,110 
水 道 5,293 5,602 5,979 6,340 6,758 
卸 売 63,570 69,469 75,204 80,095 85,948 
小 売 62,399 65,829 70,529 77,147 84,914 
自 動 車 19,745 20,577 19,959 20,196 20,949 
宿 泊 6,313 6,537 6,834 7,191 7,609 
飲 食 業 21,306 22,848 24,641 26,629 29,230 
運 輸 ・ 倉 庫 35,359 37,396 39,542 41,998 44,698 
情 報 ・ 通 信 55,415 60,666 65,578 71,109 77,066 
金 融 55,504 55,436 56,165 58,914 61,265 
保 険 18,496 18,183 19,374 20,095 22,312 
不動産・ビジネスサービス 42,968 45,779 48,931 52,556 56,567 
行 政 サ ー ビ ス 89,490 93,208 97,818 102,623 107,200 
そ の 他 サ ー ビ ス 44,648 46,776 49,068 51,578 54,454 
輸 入 税（＋） 11,639 13,808 15,030 16,981 15,031 
国 内 総 生 産（GDP）1） 1,012,449 1,063,998 1,108,935 1,174,329 1,229,800 
実 質 Ｇ Ｄ Ｐ 成 長 率（％） 6.0 5.1 4.2 5.9 4.7 
（注）　 1 ）購入者価格表示。
（出所）　Bank Negara Malaysia, Monthly Highlights and Statistics, 2019年 1 月号。
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　 5 　国際収支 （単位：100万リンギ）
2014 2015 2016 2017 2018
経 常 収 支 48,554 35,155 29,907 40,275 33,505
貿 易・ サ ー ビ ス 収 支 102,620 88,592 83,128 93,951 101,662
貿 易 収 支 113,327 109,224 102,046 116,766 121,362
輸 出 678,865 681,275 686,896 807,012 836,361
輸 入 565,538 572,051 584,850 690,246 714,999
サ ー ビ ス 収 支 -10,706 -20,632 -18,917 -22,815 -19,700
第 一 次 所 得 収 支 -36,624 -32,112 -34,592 -36,354 -49,377
第 二 次 所 得 収 支 -17,443 -21,325 -18,629 -17,322 -18,780
資 本 移 転 等 収 支 344 -1,136 102 -27 -106
金 融 収 支 -79,954 -55,350 -249 -4,730 18,609
直 接 投 資 -17,974 -1,810 13,792 16,171 11,341
証 券 投 資 -39,354 -26,122 -14,203 -15,358 -44,402
金 融 派 生 商 品 -975 -663 -802 -197 971
そ の 他 投 資 -21,652 -26,755 964 -5,346 50,699
誤 差 脱 漏 -5,451 25,082 -23,899 -19,109 -44,287
総 合 収 支 -36,507 3,750 5,860 16,409 7,721
外 貨 準 備 高1） 405,373 409,126 423,930 414,651 419,536
（注）　 1 ）特別引出権，IMF ポジション，金および外貨。
（出所）　Bank Negara Malaysia, Monthly Statistical Bulletin, 2019年 1 月号。
6 　国・地域別貿易 （単位：100万リンギ）
2015 2016 2017 2018
輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入
ア メ リ カ 73,669 55,344 80,233 55,658 88,680 65,275 90,734 64,944 
日 本 72,683 53,584 63,743 56,982 75,597 63,611 69,061 63,513 
中 国 101,537 129,280 98,578 142,387 125,957 164,445 138,880 174,926 
韓 国 24,668 31,245 22,905 36,675 28,586 39,119 33,681 38,917 
台 湾 23,015 36,699 21,243 41,814 23,962 54,755 32,526 63,564 
香 港 36,852 11,532 37,641 12,669 47,713 14,011 74,592 15,042 
A S E A N 219,178 182,073 231,200 171,739 271,636 214,651 285,297 223,905 
シ ン ガ ポ ー ル 108,388 82,195 114,442 72,398 135,628 92,729 139,116 102,872 
タ イ 44,387 41,660 44,092 42,328 50,508 48,141 56,766 48,597 
イ ン ド ネ シ ア 29,104 31,000 27,945 29,486 33,631 37,879 31,747 40,271 
ブ ル ネ イ 2,687 546 2,124 651 2,308 2,600 2,212 1,749 
フ ィ リ ピ ン 13,175 6,530 13,638 6,596 16,521 8,976 16,852 9,186 
ベ ト ナ ム 17,396 18,850 23,773 18,819 27,597 22,626 34,210 19,267 
カ ン ボ ジ ア 917 594 1,182 584 1,247 709 1,543 707 
ミ ャ ン マ ー 3,065 687 3,925 824 4,134 967 2,810 1,233 
ラ オ ス 58 11 77 51 62 24 41 24 
イ ン ド 31,660 15,139 31,999 16,702 34,531 26,853 36,294 26,469 
オ ー ス ト ラ リ ア 28,082 17,595 26,819 15,610 32,377 20,092 33,408 21,584 
E U1） 78,924 69,579 79,834 69,191 95,291 79,626 98,602 84,769 
ロ シ ア 2,350 2,883 2,199 4,022 2,794 3,554 2,767 4,670 
そ の 他 84,736 80,826 90,569 75,369 163,834 124,219 183,123 128,463 
合 計 777,355 685,778 786,964 698,819 934,927 836,422 998,014 877,744 
（注）　 1 ）EU という項目に含まれている国は，イギリス，ドイツ，オランダ，フランス，イタリア，
ベルギー，ルクセンブルグ，デンマーク，アイルランド，ギリシャ，スペイン，ポルトガル，オー
ストリア，フィンランド，スウェーデン，その他（詳細なし）。
（出所）　Bank Negara Malaysia, Monthly Statistical Bulletin, 2019年 1 月号。
